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■情報科学研究所活動日誌（平成 29年 1月～12月）
（1）　平成 28年度　第 6回定例研究会（大学院生大会）
日　時 : 平成 29年 1月 10日（木）12 : 20～14 : 30
場　所 : 9号館 8階 98F教室
①報告者 : 王晨旭（経営学研究科情報管理コース修士課程 2年）
演　題 : B2Cサイトにおける顧客ロイヤルティ形成に関する研究
②報告者 : 八木晃二（経営学研究科情報管理コース博士課程 1年）
演　題 : ビッグデータ時代における ID社会のあり方に関する研究
（2）　平成 28年度　第 7回定例研究会（情報教育研究会）
日　時 : 平成 29年 1月 26日（木）10 : 00～17 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室
①八木晃二（経営学部）
演　題 : 2016年度「情報リテラシ基礎演習」実施報告─初年度の振返り─
②植竹朋文（経営学部）
演　題 :「情報リテラシ基礎演習」におけるグループワークの課題
③新保好美（経営学部）
演　題 : 2016年度「情報リテラシ基礎演習」授業報告─評価法検討─
④関根純（経営学部）
演　題 :「情報リテラシ基礎演習」の実施課題について
⑤大原康博（経営学部）
演　題 : グループワークの質向上と再履修インセンティブ向上の試み
⑥渥美幸雄（経営学部）
演　題 :「情報リテラシ基礎演習」の実施状況とこれから
⑦朝日弓未（経営学部）
演　題 : グループメンバーの行動と発表
⑧森本祥一（経営学部）
演　題 : プレゼンテーションを重視した情報リテラシ教育の実践
⑨大曽根匡（経営学部）
演　題 : プレゼン形式のディベートによる「情報リテラシ基礎演習」の実施
⑩石井徹也（共立出版）
演　題 : 継続は力なり─もっと 2「コンピュータ概論 : 情報システム入門」─
⑪魚田勝臣（経営学部）
演　題 : コンピュータ概論 : 情報システム入門─浦昭二記念賞受賞と第 7版出版の報告─
⑫出席者全員
ディスカッション
（3）　川崎国際環境技術展 2017出展
日　時 : 平成 29年 2月 16日（木），17（金）
場　所 : とどろきアリーナ
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出展内容 :  
①植村・野口研究室
「高齢者・視覚障害者等の情報環境向上のための，印刷文読み上げ装置音声コード（SPコード）
の開発と普及，標準化，及びテレビ装置のアクセシビリティ」
②綿貫研究室
「人力発電と太陽光発電のハイブリッド創エネ」
③ネットワーク情報学部　仁木朋美
「地域農業活性化プロジェクト～『植物図鑑』を味わい尽くせる複合施設事業運営企画」
（4）　平成 29年度　情報科学研究所第 1回総会
日　時 : 平成 29年 5月 16日（火）12 : 15～13 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室
（5）　平成 29年度　第 1回定例研究会
日　時 : 平成 29年 6月 13日（火）12 : 25～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室
報告者 : 石井健太郎（ネットワーク情報学部）
演　題 : フィジカルコンピューティングはおもしろい
（6）　平成 29年度　第 1回ランチセミナー
日　時 : 平成 29年 6月 27日（火）12 : 30～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室
報告者 : 沼田慎吾（公認会計士・システム監査技術者）
演　題 : 公認会計士の仕事と情報システム
（7）　平成 29年度　第 2回定例研究会
日　時 : 平成 29年 7月 18日（火）12 : 25～14 : 00
場　所 : 2号館 2階 221教室
報告者 : 望月俊男（ネットワーク情報学部）
演　題 :  矛盾する複数の文章の読解を通した情報リテラシーの授業開発 : Epistemic Cognition研究
を基盤として
（8）　平成 29年度　第 2回ランチセミナー
日　時 : 平成 29年 7月 25日（火） 12 : 30～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室
報告者 : 石津優子，堀川淳一郎（Orange Jellies）
演　題 : ジオメトリデザインからみるアルゴリズムとパラメトリック
（9）平成 29年　第 3回定例研究会（情報教育研究会）
日　時 : 平成 29年 8月 3日（木）10 : 00～17 : 00
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場　所 : 9号館 6階M969会議室
①報告者 : 大曽根匡（経営学部）
演　題 : 情報処理入門における共通テストの変更案
②報告者 : 大原康博（経営学部）
演　題 : 情報処理入門実施報告─個人差と全体レベルアップの両立模索─
③報告者 : 朝日弓未（経営学部）
演　題 : 情報処理入門における SAの活用効果について
④報告者 : 新保好美（経営学部）
演　題 : 情報処理入門授業運営報告─情報リテラシ基礎演習との関連性について─
⑤報告者 : 八木晃二（経営学部）
演　題 : 2年目授業の振り返り─昨年との比較から─
⑥報告者 : 綿貫理明（ネットワーク情報学部）
演　題 :  「社会知性の開発」と産官学連携の取組（1）─環境・創エネプロジェクトの学外発表
について─
⑦報告者 : 森本祥一（経営学部）
演　題 : 大学初年次のコンピュータリテラシに関するアンケート分析
⑧報告者 : 関根純（経営学部）
演　題 : Excelにおけるアクティブラーニングについて
⑨報告者 : 石井徹也（共立出版）
演　題 : テキストの付加価値付け─教材の充実検討─
⑩報告者 : 渥美幸雄（経営学部）
演　題 : 情報基礎科目の学習意識向上に向けて─情報処理入門と情報システム入門─
⑪報告者 : 植竹朋文（経営学部）
演　題 : 経営学部における情報系科目の実施環境について
⑫報告者 : 魚田勝臣（経営学部）
演　題 : ロングセラー教科書はこうして生まれた
⑬報告者 : 出席者全員　
演　題 : ディスカッション
（10）　平成 29年度　第 3回ランチセミナー
日　時 : 平成 29年 10月 10日（火）12 : 20～13 : 30
場　所 : 9号館 6階M969会議室
報告者 : Julie Taeko Gramlich
演　題 : Silicon Valley’s Innovative Ecosystem
（11）　情報経営学会関東支部・専修大学商学研究所・情報科学研究所　合同研究会
日　時 : 平成 29年 10月 21日（土）14 : 00～17 : 00
場　所 : 神田校舎 5号館 541教室
①報告者 : 内野明（商学部）
演　題 : 流通業の情報ネットワーク : 趣旨説明を兼ねて
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②石金克也（㈱プラネット企画部，JISA EDIタスクフォース副座長）
演　題 : プラネットのこれまでと標準化の重要性
③藤野裕司（㈱データ・アプリケーション，JISA EDI　タスクフォース座長）
演　題 : 固定電話網の IP網移行による EDIへの影響と対策
（12）　公開講座
日　時 : 平成 29年 11月 4日（土）13 : 00～16 : 00
場　所 : 生田 9号館 4階端末室 D
タイトル :「IT ×ものづくり入門　～コンピュータを使って工作を体験してみよう !」
講　師 : 飯田周作（ネットワーク情報学部）
（13）　平成 29年　第 4回定例研究会
日　時 : 平成 29年度 11月 7日（火）12 : 25～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室
報告者 : 小川博雅（経営学部）
演　題 : 労働時間，昇進および職場における男女格差
（14）平成 29年度　情報科学研究所第 2回総会
日　時 : 平成 29年 11月 14日（火）12 : 15～13 : 00 
場　所 : 9号館 6階M969会議室
（15）　平成 29年度　第 5回定例研究会
日　時 : 平成 29年 12月 5日（火）12 : 25～14 : 00
場　所 : 1号館 4階ディスカッションスペース 2
報告者 : 山田健太（文学部）
演　題 :「偏向」報道に関する一考察
（16）　平成 29年　第 6回定例研究会
日　時 : 平成 29年度 12月 12日（火）12 : 25～14 : 00
場　所 : 9号館 6階M969会議室
報告者 : 岩田弘尚（経営学部）
演　題 : コーポレーション・レピュテーションがもたらす効果の実証分析
■共同研究助成（平成 29年度）
（1）　情報リテラシ教育のための教材開発
代　表 : 関根純（経営学部），共同研究者 : 植竹朋文（経営学部），大曽根匡（経営学部），森本
祥一（経営学部）
（2）　ポスト・トュルース時代の情報流通とジャーナリズ
代　表 : 山田健太（文学部），共同研究者 : 武田徹（文学部）
（3）　 テレビ・ビデオにおけるアクセシビリティに関する予備的調査 : DVD/BDコンテンツの視覚
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障害者利用と操作メニュー等の検討を中心に
代　表 : 植村八潮（文学部），共同研究者 : 野口武悟（文学部）
（4）　高等学校情報科におけるデザイン概念の整理とデザイン学習教材の開発
代　表 : 上平崇仁（ネットワーク情報学部），共同研究者 : 江原淳（ネットワーク情報学部）
（5）　映像における VRプレビジュアリゼーションの研究
代　表 : 渡部健司（ネットワーク情報学部），共同研究者 : 福冨忠和（ネットワーク情報学部）
（6）　交代制合議制型団体の業務における ITの役割に関する研究
代　表 : 飯塚佳代（ネットワーク情報学部），共同研究者 : 吉田享子（ネットワーク情報学部）
■刊行物（平成 29年 1月～12月）
◆年報　情報科学研究　第 37号（平成 29年 3月発行）
① 宮崎晃年（東京工業大学），鮏川矩義（中央大学），高野祐一（ネットワーク情報学部），水野
眞治（東京工業大学）
「キークレーン間干渉を考慮したコンテナ事前配列問題」
② 沼晃介，河又翔平，久保田夕貴，小野慎也，紀中一明，須田健太郎，湯山諭，片野実，平井宏祐，
世戸口丈耀（ネットワーク情報学部）
「共同編集型比較表システムWikiparison」
◆所報　専修大学情報科学研究所所報　第 88号（平成 29年 2月発行）
①植竹朋文，間嶋崇（経営学部）
「経営学教育における ICTツールを用いたアクティブ・ラーニング手法の検討」
②大曽根匡，清水陽平，関根純（経営学部）
「2016年度の Excel標準テストの実施結果報告」
③栗芝正臣，星野好晃，上平崇仁（ネットワーク情報学部）
「地域との連携を活かした体験型自然科学教材のデザインとその効果」
④岡田穣，岩尾詠一郎（商学部）
「大学キャンパスにおける野外解説板を用いたインタープリテーションへの活用を目的とした
AR技術の活用の検証」
◆所報　専修大学情報科学研究所所報　第 89号（平成 29年 2月発行）
①関根純，魚田勝臣（経営学部）
「「グループワークによる情報リテラシ教育の手法について」特集号の発行にあたって」
②魚田勝臣（経営学部）
「情報リテラシ教育の一手法」
③植竹朋文（経営学部）
「情報リテラシ教育におけるチーム活動のための準備」
④永田奈央美（静岡産業大学）
「情報リテラシ教育における情報の収集と整理」
⑤森本祥一（経営学部）
「グループワークによる情報活動における問題の発見と情報の分析」
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⑥関根純（経営学部）
「情報リテラシ教育における解決案の創出」
⑦渥美幸雄（経営学部）
「情報リテラシ教育におけるレポートの作成」
⑧大曽根匡（経営学部）
「情報リテラシ教育におけるプレゼンテーションとディベート」
⑨魚田勝臣（経営学部）
「豊かな情報社会に向けての情報リテラシの課題」
◆所報　専修大学情報科学研究所所報　第 90号（平成 29年 7月発行）
①上平崇仁（ネットワーク情報学部）
「生成的コミュニケーションデザインにおける贈与の視点─大学の宣伝活動と進路を決める高
校生の関係を事例に─」
②植村八潮，野口武悟，酒井未穂，松井進（文学部）
「視覚障害者によるデジタルテレビ利用の現状と課題」
◆欧文誌　Information Science and Applied Mathematics, Vol. 24（平成 29年 3月発行）
①Minoru Tanaka（ネットワーク情報学部）
“Estimation of the Hurst Exponent for the Daily Sunspot Number”
